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Ⅰ はじめに 

 本県では、平成 29 年度に健康みやざき行動計画 21（第 2 次）の中間見直しを行い、「肥

満予防・改善」「歩行数増加」「野菜摂取量増加」「食塩摂取量減少」が重点項目として位置

づけられた。 

 令和４年度県民健康・栄養調査による最終評価では、男性の肥満が約 4 割と増加し、野

菜摂取量は目標 350g に達しておらず、食塩摂取量は目標量以上の過剰摂取であった。 

 今後、本県で健康づくりの取組をより推進するにあたり、県民の健康な食習慣の妨げに

なる要因と栄養摂取状況等との関連について検討したので報告する。  

 

Ⅱ 方法 

 令和４年度県民健康・栄養調査データを用い、健康な食習慣の妨げになる要因と栄養摂

取状況・食行動についての関連を分析した。  

（１）各要因の性・年代別の該当割合を算出  

（２）（１）で特徴のあった要因について、該当群・非該当群に分けて分析を行った  

①2 群間の栄養素摂取状況及び食品群別摂取状況の比較：独立した２群の t 検定 

②2 群間の食行動の比較：ピアソンのカイ二乗検定  

 

Ⅲ 結果 

（１）各要因の性・年代別の該当割合について 

男性 40 歳代、女性 20-50 歳代で「仕事・家事・育児等が忙しくて時間がない」が 3-

5 割で最も高かった。男性 20 歳代で「健康な食習慣を意識していない」が約 4 割で最

も高かった。男性 20-30 歳代、女性 30 歳代で「外食・中食が多い」が約 3 割と他の年

代と比較して高かった。 

（２）各要因と栄養摂取状況及び食行動の関連  

①栄養素摂取状況及び食品群別摂取状況との比較  

 結果は表のとおりである。  

「仕事・家事・育児等が忙しく  

て時間がない」該当群は飽和脂肪  

酸エネルギー比が有意に高く、総 

食物繊維、カリウム、鉄の摂取量  

が有意に低かった。食品群別摂取  

状況では、該当群は肉類、油脂類 

の摂取量が有意に高く、魚介類、 

野菜類の摂取量が有意に低かった。  

「健康な食習慣を意識していな  

い」該当群は、総食物繊維、カリ 

ウムの摂取量が有意に低かった。  

食品群別摂取状況では、該当群は、野菜類、きのこ類、藻類の摂取量が有意に低かった。  

「外食・中食が多い」該当群は、カリウムの摂取量が有意に低かった。食品群別摂取

状況では、該当群は、野菜類、きのこ類、藻類の摂取量が有意に低かった。  

表：健康な食習慣の妨げになる要因と栄養素摂取状況及び食品群別摂取状況 p＜0.01　** p＜0.05　*　

該当群（n＝203） 非該当群（n＝820） p値 該当群（n＝131） 非該当群（n＝892） p値 該当群（n＝149） 非該当群（n＝874） p値

＜栄養素＞

％ 56.6±7.8 58.0±8.3 * 58.7±8.3 57.6±8.2 58.7±8.4 57.6±8.2

％ 15.4±2.9 15.8±3.3 15.0±3.0 15.8±3.2 ** 14.9±3.0 15.9±3.2 **

％ 28.0±6.0 26.2±5.9 ** 26.3±6.2 26.6±6.0 26.5±6.2 26.5±6.0

％ 7.3±2.0 6.8±1.9 ** 6.9±2.0 6.9±1.9 7.0±2.1 6.9±1.9

g 10.5±5.1 12.2±5.4 ** 10.2±5.4 12.1±5.4 ** 11.1±5.5 12.0±5.4

mg 2234.1±988.6 2525.6±1050.2 ** 2167.8±1004.7 2511.8±1043.2 ** 2302.9±1044.8 2495.8±1042.2 *

mg 7.3±3.1 8.1±3.3 ** 7.0±3.2 8.0±3.2 ** 7.4±3.1 8.0±3.3 *

g/1000kcal 6.0±1.2 6.2±1.4 6.1±1.3 6.1±1.4 6.0±1.3 6.1±1.4

g/1000kcal 216.2±72.2 216.9±71.9 224.8±66.1 215.6±72.7 222.1±78.4 215.8±70.7

g/1000kcal 21.7±22.0 25.4±23.8 * 19.0±21.7 25.5±23.6 ** 19.2±18.4 25.6±24.1 **

g/1000kcal 36.1±24.3 42.1±26.8 ** 38.5±25.2 41.3±26.6 38.0±27.5 41.4±26.2

g/1000kcal 49.8±24.0 42.6±20.9 ** 43.7±20.7 44.1±21.9 41.8±23.0 44.4±21.5

g/1000kcal 25.1±14.8 24.8±16.0 24.9±16.8 24.8±15.6 19.8±14.4 25.7±15.8 **

g/1000kcal 53.8±54.0 69.4±61.1 ** 63.5±62.2 66.7±59.8 66.4±62.0 66.3±59.8

g/1000kcal 39.3±33.2 41.2±27.9 30.9±24.9 42.3±29.3 ** 33.4±24.5 42.1±29.5 **

g/1000kcal 6.7±2.6 5.8±2.8 ** 6.4±2.9 5.9±2.8 * 6.2±2.9 5.9±2.8

g/1000kcal 125.6±65.4 139.2±80.2 * 115.7±64.8 139.6±78.9 ** 110.7±61.5 140.9±79.3 **

g/1000kcal 49.2±33.0 53.0±37.5 46.2±35.6 53.2±36.7 * 43.8±30.4 53.7±37.4 **

g/1000kcal 7.4±5.9 7.9±6.8 5.5±5.0 8.1±6.8 ** 6.1±5.6 8.1±6.8 **

g/1000kcal 5.9±6.8 7.0±7.4 5.1±6.2 7.0±7.4 ** 5.7±6.6 6.9±7.4

g/1000kcal 57.5±71.2 72.8±64.0 ** 69.5±71.8 69.8±64.8 70.8±69.5 69.6±65.1

g/1000kcal 26.3±18.7 23.5±19.3 25.2±21.1 23.9±18.9 26.6±20.2 23.6±19.0

g/1000kcal 62.9±144.8 61.7±138.5 58.1±128.8 62.6±141.3 64.9±107.8 61.5±144.5

g/1000kcal 12.6±4.7 12.5±4.9 11.8±4.1 12.6±5.0 12.4±4.8 12.6±4.9

鉄

仕事・家事・育児等が忙しくて時間がない 健康な食習慣を意識していない 外食・中食が多い
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②食行動との比較  

「仕事・家事・育児等が忙しくて時間がない」について、朝食を食べない者の割合は、

該当群 18.2％、非該当群 9.1％と該当群の割合が有意に高かった（ p＜0.01）。また、食

事バランスが良好な者は、該当群 37.4％、非該当群 56.1％であり、非該当群の割合が有

意に高かった（p＜0.01）。 

「健康な食習慣を意識していない」について、食事バランスが良好な者は、該当群

40.3％、非該当群 54.1％であり、非該当群の割合が有意に高かった（p＜0.01）。 

「外食・中食が多い」について、食事バランスが良好な者は、該当群 32.4％、非該当

群 55.8％であり、非該当群の割合が有意に高かった（ p＜0.01）。  

 

Ⅳ 考察 

 今回の結果から、健康な食習慣の妨げになる要因の有無により、朝食摂取や良好な食事

バランスなどの食行動や、栄養素・食品群摂取量に差があることが分かった。  

特に、「仕事・家事・育児等が忙しくて時間がない」該当群は、主に働く世代の女性が多

かった。また、魚介類・野菜類といった調理に手間がかかる食品群の摂取量が有意に少な

く、一方で、飽和脂肪酸エネルギー比は高く、基準（7%以下）以上であった。また、朝食

摂取や食事バランスでも２群間で差が見られた。飽和脂肪酸は、心血管病（虚血性心疾患

と脳卒中）のリスクを上昇させることが報告されている a)。本県の心疾患、脳血管疾患の

男女別年齢調整死亡率は、男女ともに全国よりも高い状況にある b)。時間がない原因が仕

事の場合は、野菜たっぷり弁当を事業所で準備し、弁当注文者には金銭的補助を行うこと

や、社員食堂で昼だけでなく朝もバランスの良い食事を提供するなど、企業が主体的に従

業員の健康づくりを行う「健康経営」の推進、時間がない原因が家事や育児であれば、外

食や中食などを活用して食事バランスが良好となるような環境の整備など、生活背景に合

わせた環境整備を進めていく必要がある。  

 また、「健康な食習慣を意識していない」「外食・中食が多い」該当群は、20-30 歳代の若

い世代で多かった。該当群では、どちらもカリウム、野菜類、きのこ類の摂取量が有意に

少なく、「健康な食習慣を意識していない」該当群については、総食物繊維の摂取量につい

ても有意に少なかった。野菜摂取は、心血管疾患 c)、肥満 d)、がん e)などの慢性疾患に対

する予防効果が報告されている。本県では、生活習慣病を原因とした死亡割合が全死因の

5 割を占めている b)。現在、野菜摂取量増加のため「ベジ活」を進めており、ベジ活応援店

の登録店舗数は年々増えている。外食・中食が多い方については、ベジ活応援店をより積

極的に利用できるような環境整備、ベジ活応援店の増加が必要となってくる。健康な食習

慣を意識していない方については、意識の有無にかかわらず自然と健康になれるような環

境整備が必要となってくる。  

健康寿命延伸・医療費削減には生活習慣病対策が必要であり、個人の生活習慣改善が重

要となる。個人の生活習慣改善のためにも、健康な食習慣の妨げになる要因の影響を考慮

し、「健康経営」と「環境整備」を柱として、健康づくりの取組を進めていく必要がある。 

今回の結果を管内企業や市町村、保険者等の関係機関に情報共有し、連携を図りながら、

健康な食習慣の妨げとなる要因を取り除いていけるような環境を整備していきたい。  
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